
32　平面における次の円の座標の方程式を求めよ．

（1）2点（2，3），（－1，2）を直径とする円

（解答）中心は，（誓P， 誓）＝（喜，芸）であり・

＿堕である．
2

よって，求める円の座標の方程式は，

（ェ一芸）2・（y⊥拒（群
ご2－ご＋y2－5y＋4＝0

である．

（2）3点（2，1），（3，2），（－Ll）を通る円

（解答）　円の座標の方程式は，ご2＋y2＋αご＋毎＋C＝0………①で表される・

①に（2，1 （3，2），（－1，1）を代入して整理すると

2α＋む＋C＝－5

3α＋28＋C＝－13　　⇔

－α十む＋C＝－2

よって，求める円の座標の方程式は，

ェ2＋y2一〇一7y＋4＝0

である．

ポイント：中心（α1，α2），半径γの円の座標の方程式は，

（ご－α1）2＋（y一α2）2＝γ2である・

円の座標の方程式は，諾2＋y2＋α〇十毎＋C＝0で表される・

）

i



32　平面における次の円の座標の方程式を求めよ．

（3）2円（エー1）2＋（y＋1）2＝4，才2＋（y－2）2＝4の2交点および点（－2，0）を通る円

（解答）　点（－2，0）は，∬2＋（y－2）2＝4上にないので，2円（諾∴－1）2＋（y＋1）2＝4，

g2＋（y－2）2＝4の2交点および点（－2，0）を通る円は，

伸一1）2＋（y＋1）2－4）＋頼2＋（y－2）2－4）＝0（た≠－1）………①

で表される・①に（－2，0）を代入して整理すると，

6＋4た＝0　⇔　ゐ

となるので，①に代入して整理すると，求める円の座標の方程式は，

ヱ2＋如＋y2－16y＋4＝0

である．

（4）円（ご－2）2＋（y＋1）2＝4と直線ご＋2y＋1＝0の2交点および原点を通る円

（解答）　円（エー2）2＋（y＋1）2＝4と直線〇十2y＋1＝0の2交点および原点を通る

円は，

伸一2）2＋（y＋1）2－4）十時＋2y＋1）＝0………①

で表される・①に（0，0）を代入して整理すると，

1＋た＝0　⇔　た＝－1

となるので，①に代入して整理すると，求める円の座標の方程式は，

£2＋y2－5£＝0

である．

ポイント：2円（エーα1）2＋（ツーα2）2＝γ2，（エー♭1）2＋（y－82）2＝月2

の2交点を通る円の座標の方程式は，

伸一α1）2＋（y－α2）2－γ2）＋頃（エーも1）2＋（y－82）2－月2）＝0（庵≠－1）

または（〇一81）2＋（y－82）2＝月2　で表せる．

円（エーα1）2＋（y－α2）2＝γ2と直線転＋cy＋d＝0

の2交点を通る円の座標の方程式は，

（（2－－α1）2＋（y－α2）2－γ2）＋坤k＋cy＋d）＝0（た≠－1）で表せる．


